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会議内容 

(１) 紹介受診重点医療機関について 資料１ 

 

【意見なし】 

 

 

 



(２) 湖東圏域の病床状況について 資料２ 

 

・湖東圏域の病床状況について、急性期病床が高度急性期や回復期機能を代替せざるを得な

い状況により、効果的・効率的な医療・看護提供や病床稼働に影響が出ていないかを検証した

り、高度急性期機能のあり方も検討する必要があるのではないか。 

・湖北圏域における病床数確保や病院再編の動向が、湖東圏域の病床機能維持や役割分担に

どのような影響を及ぼすのかについて、湖東圏域としての見通しや考え方を整理しておく必要

があるのではないか。 

・周産期医療および小児救急医療については滋賀県保健医療計画において４ブロック化とさ

れているところであるが、湖東圏域地域医療構想における病床機能の整理の中で、当該分野

の現状、内訳、病床数不足への影響等がどのように位置付けられているのかを明確に示して

いただきたい。その上で、本調整会議においても課題の共有や必要な検討、関係する他の協議

体との調整を行う必要があるのではないか。 

・定例の病院ネットワーク会議等で各病院の状況を聞かせていただく限りでは、病病連携や、

機能分化は進んできているのではないかと考えている。「湖東圏域病床機能の分化・連携」の

③のとおり、施設を含む在宅への移行に課題があり、介護の供給体制を整えることはもちろん

のこと、当圏域、特に 4 町においては、訪問診療医も不足していることから、在宅医療の供給

体制も整えていく必要があるのではないか。 


